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１．環境調査への適用を目的とする GNSS 利用地点設定システムの開発 
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GPS などの全地球衛星測位システム（以下 GNSS）は現在身近なものとなっているが、

これらの汎用単独測位 GNSS は環境調査の分野で利用する場合、誤差が大きく精度的に問

題となる場合が多い。一方、測量分野で用いられている GNSS は高精度であるものの、価

格が高く汎用の GNSS のように簡単にナビゲーションされるシステム構成とはなっていな

い。このような問題点を解消しつつ、各種の環境調査へ利用しやすい地点設定システムの

開発を実施した。 

システムは RTK（L1）で GPS/GLONASS に対応した受信機を採用し、測位計算は

RTKLIB を用いた。また地点へ誘導するソフトウェアは自社開発した。 

想定される利用方法は、予め図面上に設定されている地点への誘導や、目視しにくい地

点に設置、埋設等されている物品の探索、また探索された対象物の詳細地点の記録である。 

開発したシステムを土壌汚染調査の地点設定に適用した場合、誤差は数 cm 程度(Fix 時)で

十分な性能であった。また地上にマーキングされずに地下に埋設された直径 7cm 程度の試

験用サンプルを再度掘り出す作業では的確に埋設サンプルを探索することができた。  

 





 

 

 


